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平成23年2月の調査で特別養護

老人ホームの待機者は613名とな

っています。今後も増加傾向が続く

事から、待機者の解消に向け計画

的に施設整備に取り組む。

市の政策として、長年、市民への健

康、予防医療の推進と認知症や介

護予防に事業展開して来た。介護を

必要としない、高齢者、市民が多く

介護給付の抑制に繋がっている

高齢化率25％を超える現状からパ

ス運行を止める事は難かしい。高校

生の通学、陣がいを持つ方の支援

にも繋がっている。

お問い合わせはこちら
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シングル介護については把握してい

ない。介護が必要な在宅の高齢者

の約4割が65歳以上の高齢者の介

護を受けている。地域包括支援セン

ターより実態把握と介護利用を支援

認定者の増加や施設整備の影響

などで保険料の上昇は避けられな

い。保険料段階の細分化や介護給

付費準備基金の取り崩しも視野に

保険料上昇の抑制に努めたい。

地域ごとに公共交通体制の見直し

を進めている。市街地循環バスや学

校統廃合に合わせたパスの運行等

利便性向上に努めたい。

住み慣れた地域での介護サービス

や生活支援サービスなど切れ目な

いサービスを受ける事が出来る体制

づくりと、居宅介護サービスの充実

特老などの施設整備も進めたい。

新潟県の介護保険財政安定化基金

は新潟市の方で活用している現状

がある。　国、県、市町村それぞれ

1／3づつ基金達成して来たものであ

るが今回、当市は使用できない。

地域的な条件があり赤字路線バス

の経費削減に繋がらないが、その

有用性、費用対効果、タクシー事業

者との競合や受益者負担を含め、

慎重に検討を進めていきます。


